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朧

十
一
月
定
例
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
六
日
㈱
開
催

　
古
紙
委
員
会
か
ら
の
報
告
。

極
月
7
日
に
、
横
浜
市
環
境
事

業
局
へ
「
横
浜
市
に
お
け
る
古

紙
分
別
収
集
シ
ス
テ
ム
」
の
提

案
書
を
提
出
。

　
県
行
政
セ
ン
タ
ー
回
収
料
は

検
討
中
。
共
同
回
収
に
つ
い
て
、

回
収
日
は
1
2
月
2
0
日
α
り
と
な
っ

て
い
る
が
、
早
く
回
収
し
た
い

と
こ
ろ
は
そ
の
前
に
行
っ
て
か

ま
わ
な
い
と
の
こ
と
。

　
オ
フ
ィ
ス
古
紙
の
共
同
回
収

は
1
0
月
の
回
収
実
績
は
9
月
を

下
廻
り
、
組
ム
ロ
と
し
て
は
環
境

事
業
局
の
指
導
を
も
う
少
し
強

化
し
て
も
ら
い
た
い
と
要
望
が

出
た
。

　
集
団
回
収
の
禁
忌
□
。
。
（
古
紙

に
混
ぜ
て
は
い
け
な
い
も
の
）

に
つ
い
て
、
品
質
の
面
で
基
準

が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
と
い
う
質

問
が
あ
り
、
ノ
ー
カ
ー
ボ
ン
紙

を
禁
忌
品
と
し
て
取
扱
う
か
ど

う
か
検
討
中
。
新
聞
古
紙
混
入

品
に
は
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
、

雑
誌
の
混
入
は
ダ
メ
。
チ
ラ
シ

の
混
入
は
あ
る
程
度
は
よ
い
。

ま
た
、
ア
ル
ミ
缶
価
格
は
次
回

値
上
げ
を
検
討
。

　
市
況
は
、
古
紙
は
品
不
足
だ

が
価
格
に
反
映
す
る
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

　
金
属
委
員
会
の
報
告
。

　
粗
大
部
会
か
ら
不
法
投
棄
物

撤
去
作
業
を
、
1
／
月
1
5
日
泉
区

中
臼
町
で
行
い
、
神
奈
川
、
読

売
新
聞
で
掲
載
さ
れ
た
と
の
報

告
。
理
事
長
か
ら
不
法
投
棄
物

撤
去
作
業
の
市
予
算
の
こ
と
で
、

ム
フ
ま
で
市
当
局
だ
っ
た
が
、
ム
フ

後
各
区
に
も
こ
の
作
業
の
予
算

（

、

A
、

■

・”

　o

厚。⑥
　
o
母

o
O

O

が
出
て
い
る
の
で
、
各
支
部
の

業
者
に
直
接
区
か
ら
話
し
が
来

る
と
の
こ
と
。

　
事
業
研
究
委
員
会
か
ら
は
、

ア
ル
ミ
缶
回
収
は
1
／
月
か
ら
西

友
／
店
舗
が
増
え
た
。

　
総
務
委
員
会
か
ら
平
成
7
年

賀
詞
交
換
会
開
催
に
つ
い
て
。

　
／
月
／
3
日
箇
午
後
6
時
か
ら

午
後
9
時
。
場
所
は
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
。

　
庶
務
溢
泌
と
し
て
，
年
末
年

始
日
程
に
つ
い
て
、
組
合
事
務

所
は
1
2
月
2
9
日
～
／
月
5
日
ま

で
休
日
。
北
部
セ
ン
タ
ー
は
1
2

月
2
9
日
～
り
月
9
日
ま
で
休
日
。

　
1
0
月
下
旬
か
ら
組
ム
ロ
事
務
所

に
新
し
い
事
務
員
さ
ん
が
入
り
、

主
に
古
紙
を
担
当
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

●

●○

　
奉
　
⑱

　
　
斧
．
o

　
　
　
●

●●

●

軍
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濫
ト

　
リ
サ
イ
ク
ル
組
合
の
粗
大
部

会
は
9
月
2
7
日
…
W
、
保
土
ヶ
谷

区
仏
向
町
の
横
浜
シ
ュ
ー
マ
イ

工
場
裏
の
不
法
投
棄
物
と
1
1
月

15

冝
c
W
に
泉
区
中
田
町
の
私
道

の
不
法
投
棄
物
撤
去
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　
仏
向
町
の
現
場
は
、
4
ト
ン

の
踊
場
か
ら

ト
ラ
ッ
ク
が
道
に
入
る
と
、
横

を
自
転
車
が
か
ろ
う
じ
て
通
れ

る
く
ら
い
の
砂
利
道
に
沿
っ
た

崖
で
、
傾
繕
も
き
つ
く
、
木
も

か
な
り
生
え
て
い
る
た
め
、
殆

ん
ど
が
人
濡
戦
術
に
よ
る
手
作

業
と
な
り
ま
し
た
。
地
一
聯
の
警

察
、
環
境
事
業
局
保
土
ケ
難
事

　
　
　
　
　
，
、
　
　
’

ψ

巧手
魏
●仏向町の現場は急
　な繕面なので撒去
　イ六　1ま大変でした、

務
所
、
横
浜
士
木
事
務
所
、
自

治
会
の
方
々
の
協
力
を
得
て
3
0

数
名
が
参
加
し
て
の
作
業
と
な

り
ま
し
た
。

　
投
棄
物
は
約
／
0
年
前
か
ら
捨

て
ら
れ
て
い
て
、
洗
た
く
機
・

自
転
車
・
ミ
ニ
バ
イ
ク
・
家
旦
ハ

・
布
団
な
ど
、
数
え
き
れ
な
い

ほ
ど
で
し
た
。
中
に
は
洋
式
ト

イ
レ
も
あ
り
ま
し
た
。

　
自
治
会
の
人
達
も
作
業
を
見

て
い
て
、
投
棄
物
の
多
さ
に
驚

い
て
い
ま
し
た
。

　
最
終
的
に
は
、
金
属
物
が
4

t
ト
ラ
ッ
ク
2
台
、
一
般
ご
み

は
3
台
出
ま
し
た
。
ご
み
等
は
、

ご
み
の
日
に
出
せ
る
よ
う
な
物

が
多
か
っ
た
で
す
。

　
も
う
［
つ
中
田
町
の
現
場
は
、

ま
わ
り
が
農
作
物
を
作
っ
て
い

る
畑
な
の
で
、
夜
に
な
る
と
街

灯
が
な
い
た
め
暗
く
な
り
、
捨

て
る
場
所
と
し
て
最
適
に
な
つ

綜
癌
薫

て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　
道
路
は
ご
み
の
山
に
な
っ
て

い
て
、
「
こ
こ
が
道
路
な
の
か

？
」
と
＝
＝
ロ
い
た
く
な
る
よ
う
で

し
た
。

　
中
田
町
の
作
業
は
、
環
境
事

業
局
泉
事
務
所
、
土
木
事
務
所
、

警
察
，
地
元
住
民
の
人
達
ら
5
0

数
名
が
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
投
棄
物
は
、
だ
い
た
い
仏
向

町
と
同
じ
で
す
が
、
こ
ち
ら
の

方
が
か
な
り
多
い
量
で
し
た
。

金
属
物
が
ト
ラ
ッ
ク
8
台
、
一
般

　
　
　
○

雛
講

　　

@
鍵
婁
　
　
　
熱
、
、

　
　
奨
薮
黒
引

墨
無

糠
蝦
灘

　
　
　
　
　
絵
㌔
、
朝
㍉
ゼ
．
禽
気
、

●何故かパチ
　ンコ台もあ
　りました。

　（中EB町）

蕪ぴ
慕

ご
み
が
4
0
台
分
も
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
●

　
「
誰
も
見
て
い
な
い
か
ら
捨

て
て
し
ま
お
う
凶
「
他
の
人
も

捨
て
て
る
か
ら
自
分
も
捨
て
て

平
気
だ
’
と
思
っ
て
い
る
人
が

こ
れ
ら
の
場
所
に
置
い
て
い
っ

た
と
思
う
の
で
す
が
，
後
で
処

理
す
る
人
の
こ
と
を
考
え
て
捨

て
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
れ
か
ら
は
も
う
少
し
考
え

て
ご
み
の
始
末
を
し
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
●
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x
　
　
　
　
　
　
護

　
　
ウ
　
　
　
ド
　
ゾ

灘
灘
繊

灘、

C
懸

籔
羅
．繹

イス古紙共同回収事業彊灘鎌二二

蘇＊　　。

．
灘

灘
講

　
新
横
浜
の
企
業
が
2
ヶ
所
続

い
た
の
で
、
今
回
は
横
浜
駅
西

日
に
あ
る
、
朝
日
生
命
横
浜
西

　
　
　
　
う
な
い

ロ
ビ
ル
の
右
内
さ
ん
を
尋
ね
て

き
ま
し
た
。

　
朝
臼
生
命
横
浜
西
ロ
ビ
ル
は

た
く
さ
ん
の
テ
ナ
ン
ト
が
入
っ

て
い
て
、
回
収
を
始
め
た
時
点

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
者
に
会

っ
て
、
理
解
さ
れ
た
上
で
協
力

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
各
テ

ナ
ン
ト
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
買

r直言心誤導べ炉’当言≧

難灘

雛

っ
て
も
ら
い
使
用
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　
回
収
ボ
ッ
ク
ス
は
、
箱
の

横
の
部
分
に
こ
こ
に
は
何
を

入
れ
た
ら
い
い
か
わ
か
る
様
に

紙
を
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。
そ
れ

難

は
、
こ
ち
ら
で
や
っ
て
お
き
ま

す
。
　
（
写
真
参
照
）
回
収
ボ
ッ

ク
ス
に
た
ま
っ
た
ら
、
地
下
の

倉
庫
に
ロ
ロ
ロ
物
別
に
分
け
て
お
い

て
、
だ
い
た
い
週
に
2
回
、
回

収
業
者
さ
ん
が
取
り
に
来
て
く

れ
ま
す
。

　
回
収
業
者
さ
ん
と
は
、
月
に

り
回
ぐ
ら
い
会
う
機
会
が
あ
る

の
で
、
近
況
等
を
話
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

　
や
は
り
コ
ピ
ー
用
紙
が
多
い

の
で
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
る

一
7
ナ
ン
ト
さ
ん
も
結
構
い
ま
す
。

　
今
は
古
紙
の
相
場
が
非
常
に

安
い
の
で
、
昔
み
た
い
に
買
い

取
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
出
来
な

い
の
で
、
買
い
取
っ
て
も
ら
お

う
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
将

来
の
こ
と
を
考
え
て
、
こ
の
回

収
事
業
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
朝
日
生
命
横
浜
西
盛
ビ
ル
は
、

分
別
は
ボ
ッ
ク
ス
を
使
っ
て
、

丁
寧
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
テ

ナ
ン
ト
全
部
を
見
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
多
分
同

じ
様
に
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

11，850kg

でした。
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リサイクルに伴う標準買取価格表
　　　　　　（平成6年11月現在）

　　（取引条件により多少の変化はあります。）

麹
ン
昂
多
プ
／
〃
長
身
ン
Z
、
死
恥
ゑ
貌
氏
祝
玩
を
イ
ノ
〔
一
剣
／
監
乏
宛
ζ
身
・
孝
2
山
冠
宏
瑳
∠
菱
タ
　
九
脅
ど
ら
禽
ζ
♪
2
高
∠
∵
ζ
∵
塁

路

分　類 品二名 金　額

新　　聞 りk9　0～／円

古　紙　類 雑　　誌 1k9－3～0円

段ボール 1k9－／～0円

衣類くず 1k9　0～り円

＊アルミ缶のみ
I別した場合

アルミ缶 1k9　5～20円

この価格の標準は、100世帯以上、または500㎏以上、そ

して／団体で数箇所から十数箇所のステーション利用
とする。

集団回収以外の段ボールの標準回収手数料

★引越しなどは、量にかかわらず単発1回3000円
★商店・会社等は定期回収500k8以下、1回1000F∋

　～2000円、500㎏以上3000円以上。但し、段ボ

　ールはたたんでストック場所は車両の付けら

　れる場所にストックすることを条件とする。

　（この価格は、組合員が段ボールを回収する時

　に実際1頁いている回収手数料を、調査したも
　のです。）

臨監、壕苓翌旦職、・極≒畢斗“≒馳や’や“月一・冨る〉く・、“、・ら忍に＝．｝・・．L箒v斗卓≧壺≒…　潮闘こ冒　・・ト
ζ．・￥．￥・、￥．．｝∴冠、．国、込∴．》、、蔑㌃ド．．冨、㌃ド．．》．∴ド、冨、．冨．、ニゼ．』ジ、’・．←．、」．．寺、

㍗
勉
・
払
観
捗
〃
砲
多
目
窩
〆
〃
身
4
．
玩
祝
／
7
嚇
乏
玩
乏
玩
弥
些
銚
懇
懇
乳
離
鼠
狛
薮
貌
も
斡
斡
霧
「
霧
嚢
建
難
路
湊
を
跨
艦
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ッ
ク
ス
用
紙
）
、
ビ
ニ
ー
ル
コ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
に
な
ら
ず
、
古
紙
を
再
生
利

　
1
／
月
／
日
緑
区
役
所
で
、
緑

区
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

協
議
会
主
催
の
リ
サ
イ
ク
ル
意

見
交
流
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
「
集
団
回
収
と
個

別
回
収
」
で
、
当
組
合
の
古
紙

委
員
長
の
小
塚
さ
ん
と
ダ
イ
エ

1
消
費
者
サ
ー
ビ
ス
「
課
の
方

が
講
師
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

　
集
団
回
収
の
説
明
と
し
て
、

回
収
に
出
し
て
い
い
も
の
、
悪

い
も
の
（
特
に
禁
忌
品
の
説
明
）

の
話
。
出
し
て
い
け
な
い
も
の

に
、
窓
付
の
封
筒
、
感
熱
紙
（
フ

用
し
た
製
品
を
使
用
す
る
こ
と

が
大
切
と
一
言
っ
て
ま
し
た
。

ダ
イ
エ
ー
の
方
は
、
牛
乳
パ

ッ
ク
、
ト
レ
ー
等
回
収
後
の
説

明
。
買
い
物
袋
は
、
な
る
べ
く

持
参
し
て
欲
し
い
と
も
呼
び
か

け
て
い
ま
し
た
。

㈱＼思＼XN冠N＼購N＼NN、N、、W購＼嚇、蝋塒

リサイクル型都市横浜をデザインする人

グ歩揚《」塗
鞘鞘＝＝：脅市会議員（港南区）之鞘鞘写

｝｝＝帯＝帯甜た幹の聾い偲か亦お蹄器÷，＝帯1

難生iii田野井騰i雄無il灘…

　
中
野
理
事
長
と
は
横
浜
青
年

会
議
所
活
動
を
通
し
て
、
明
る

い
豊
か
な
町
づ
く
り
運
動
に
汗

し
た
2
0
年
以
上
の
友
人
。

　
趣
味
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
い
う
く
ら
い
の
人
で
、
エ
J
供

会
の
会
長
と
し
て
1
5
年
も
資
源

回
収
を
実
践
し
て
お
り
、
「
出
前

の
政
治
」
が
信
条
。
現
在
市
議

3
期
で
自
民
党
市
連
幹
事
長
。

　
　
　
Ω

▼ 編

集 〈

▼ 後

記 ぐ

　
4
号
目
に
し
て
初
め
て
編
集

後
記
を
書
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
試
行
錯
誤
で
や

っ
て
る
会
報
誌
で
す
が
、
な
か

な
か
う
ま
い
具
ム
ロ
に
は
進
ま
な

い
も
の
で
す
。

　
次
号
か
ら
手
伝
っ
て
く
れ
る

人
が
増
え
る
の
で
、
少
し
だ
け

模
様
替
え
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
会
報
誌
を
読
ん

で
何
か
気
付
い
た
こ
と
、
要
望

・
意
貝
回
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

手
紙
下
さ
い
。

　
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
「
会
報
リ
サ

イ
ク
ル
デ
ザ
イ
ン
」
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
お
手
紙
く
だ
さ
る
人
は
こ
ち

ら
ま
で
。

横
浜
市
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
　
事
業
協
同
組
合

〒
脚
横
浜
市
西
区
平
沼
一
－
三
三
⊥

東
洋
建
物
横
浜
ビ
ル
五
階


